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特許情報で開発戦略を調べる

※ 本資料は、原則、複製を禁止していますので、予めご了承ください。



自己紹介

オリンパス経験から

「CASEには特許情報が役立つ」

そう思って創業しました。



特許情報で分かること

CASE各技術で開発競争「し烈」です！

世界中の企業が同じ技術を同時に開発しています！

みなさんが開発着手する技術は、後発になる可能性があります。
作戦を練るための、「勝つ特許情報活用」をご提案します。

〈３つの活用〉
① 世界を見て
② 学んで
③ 超える

この後、詳しく説明します。

イラスト提供；SUPER PENGUIN



〈事例〉 「EV熱制御」開発１．世界を見て

世界戦、世界のライバルを調べて下さい。

例えば、「EV熱制御」技術を開発する企業を特
許情報で調べてみました。

〈EV熱制御とは〉

バッテリーの発熱が航続距離に影響するなど、
EV普及のブレイクスルー技術。TESLAのオクト
バルブが話題で知られる技術。

特許情報でみると、
TESLAだけじゃない。FORD,BENZ,など、世界の約１００社が開発中！
し烈な開発競争！

例えば、BYD は、主に、５つの熱制御技術を開発中。
その１つが、「弁群統合モジュール」で、オクトバルブの類似技術。１００万円レベル
の高額部品になる複雑な機構をコストダウンをして実用化中。
その他、「加熱制御」「電池の熱暴走対策」などを開発し、車両メーカーの中でも
先行している開発状況なのが「BYD」

イラスト提供；SUPER PENGUIN

イラスト提供；SUPER PENGUIN

BYD「熱制御」開発 ５つの技術

ハンドブックP１４掲載

ハンドブックP１１掲載



世界を調べる 難しさ

自分で特許情報を調べることができない
方は多くいます。

例えば、特許を調べる経験がない。特許
分類など特許の専門用語が分からない。
調べるべき技術のキーワードが分からな
い、などによって、調べられない方。

ただし、世界を調べることは、
実は、特許調査プロでも難しい。

【理由】 出願国が母国だけだから。情報が日本特
許にないから。例えば、BYDが中国特許、 BENZがド
イツ特許、ＧＭが米国特許、だけ。世界を同時に調べ
ることは、難しいことです！

ハンドブックP１２掲載

〈ＢＹＤを調べる方法〉
中国語の中国特許を調べる必要
があります。他の国に出願しない
からです（下表）。

〈サポートします〉
• 世界をしらべます。中国語とドイツ語と韓国語を同時に調べられるツールを採用。
• しかも、みなさんが要望を言い、弊社が調べ、結果をプレゼンテーションでご報告するので、

みなさんは、聴くだけでライバルの開発内容を理解できる。とても便利です。

出願国

日本 中国 ドイツ 米国

中国BYD 3% 100% 0% 3%

ドイツBENZ 8% 3% 100% 4%

米国GM 0% 75% 59% 100%



参考）採用ツール

日本語で
検索可能

【例】 BYD 「弁群統合モジュール」



〈事例〉 中国BYDのサスペンション開発ノウハウ

みなさんが全く知りえていないこんな情報を学ぶことができます。

２．学んで

ハンドブックP６掲載

開発する「技術課題」と「解決手段」

BYDサスペンションの課題は、一般道と悪路の両
方に適応できるサスペンション。
従来の「電磁アクティブマウントでは振動減衰効果
が低い」課題に対し、油圧式を選んで開発。上下の
油圧ポンプで調整するショックアブソーバを４輪独
立に備えることで、悪路の振動を抑制できる車両
を開発している。

〈開発内容の内訳〉
油圧式アクティブサスペンション
ショックアブソーバ
エアーサスペンション昇降装置
制振装置、制御構造
４輪にアクティブサスペンションを使った車両

ハンドブックP１３参照

特許情報を開発ノウハウとして学んでください。

開発してから気づくような「技術課題」を開発
せずに知ることが重要です。

〈従来〉

特許権を避けるために読むものが特許情報で
した。しかし、ノウハウとして読めている人は少
ないと思います。

〈特許制度とは〉

産業発展を目的として公開する制度。開発ノウ
ハウとして活用することを推奨しています。



開発上流 開発下流

学ぶ 難しさ

各STEPで、特許情報の活用の仕方に大きな違いがあります。

STEPの入れ替えや同時作業は、避けてください。

〈学ぶサポート〉
• 学ぶ環境づくりをサポート。学ぶネタを探します。
みなさんにノイズ特許を読まないで済むように、
技術解釈など注釈付きでプレゼンテーションでご報告します。

①学ぶネタを探す

（調査）
②学ぶ ④特許回避③勝てる

開発アイデア

ノウハウ

のみ
対象
特許情報

９９％ノイズの

読み込み作業

特許の権利
（請求項）



３．超える

学んだあとは、超える特許情報活用！

ライバルが開発する特徴的な技術を把
握し、自らの特徴を検討して下さい。

9

SONYのクルマの開発技術の特徴を把握しました。

〈SONYのADAS開発〉
Sonyは、運転支援（ADAS）技術を開発中です。

開発内容は、危険等を表示で知らせる「表示のADAS」機能
と、音で知らせる「音のADAS」機能を開発しています。

「音のADAS」
「表示のADAS」機能は、多くの車両メーカーが開発し
ていますが、「表示」そのものが危険になるケースがあ
ると考えたSONYは、 「音のADAS」を開発中。仮想音
源と音像を制御する技術を開発し、「直観」で安全に
運転できる差別化機能を開発していることが特許情
報から分かります。

ハンドブックP８，９掲載 ハンドブックP１６掲載

〈事例〉 SONYの「音のADAS」



超える 難しさ

特許情報から「特徴的な技術」を把握する作
業は、簡単ではありません。

ハンドブックP８，９掲載

SONYの「音のADAS」機能は、商品性が高い技術として把握しました。

調べ方をご紹介します。

〈独自メソッド〉 以下手順で把握します。
１．「開発プロジェクト」の特許群を集め、開発の特徴部を把握。
２．特徴部の企業比較をした上で、当該企業が狙う差別化性を把握。
３．発明者数等で組織的な本気度を測る。

〈超えるサポート〉
独自メソッドを操って、サポートします。

〈事例〉



まとめ

CASE世界戦に勝つための特許情報活用について、
ご提案させていただきました。

〈３つの活用〉
① 世界を見て

② 学んで

③ 超える

中国企業など先行開発企業の開発ノウハウを活用して、
次世代で勝ってください！

イラスト提供；SUPER PENGUIN



これで終了です

ご清聴ありがとうございました。
キャンペーン

ア ナ リ ス リ サ ー チ 株 式 会 社

特許情報で開発戦略を調べる
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